
　

上
の
写
真
は
、１
９
４
５（
昭
和
20
）年
２
月
頃
に
米
軍
が
撮

影
し
た
宜
野
湾
村（
当
時
）で
す
。村
行
政
の
中
心
地
、字
宜
野

湾
に
は
村
役
場
や
国
民
学
校
、市
場
等
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

嘉
数
か
ら
普
天
間
ま
で
の
間
に
は
宜
野
湾
並
松
街
道
が
あ
り
ま

し
た
。街
道
沿
い
に
神
山
や
中
原
、新
城
等
の
集
落
が
あ
り
、村

全
体
を
通
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
イ
モ
を
主
産
業
と
す
る
農
村
で

し
た
。し
か
し
、45
年
４
月
か
ら
の
沖
縄
戦
で
多
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　
下
の
写
真
は
、戦
後
、45
年
12
月
の
宜
野
湾
村
で
す
。村
中
央

に
は
普
天
間
飛
行
場
、北
西
側
に
は
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
等
、各
地

に
米
軍
施
設
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。戦
前
の
原
風
景
が
失
わ
れ
、

宜
野
湾
は
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。字
宜
野
湾
や
神
山
等
の
集

落
、並
松
街
道
の
ほ
と
ん
ど
が
基
地
と
な
り
、代
わ
っ
て
軍
用
道

路
５
号
線（
現
在
の
国
道
３
３
０
号
）が
新
た
な
南
北
線
と
し
て

作
ら
れ
、現
在
の
宜
野
湾
市
に
つ
づ
く
街
の
形
成
が
こ
の
時
に
作

ら
れ
ま
し
た
。

■『
宜
野
湾
市
史
』へ
の
問
い
合
わ
せ

　
　
宜
野
湾
市
立
博
物
館　
☎
８
７
０–

９
３
１
７

村の南北を通る宜野湾並松は、琉球王朝時代に植付けられ、当時、国指定天然記念物
として地域住民に親しまれていました。

村中央には沖縄戦の最中に作られた普天間飛行場があり、至る所に軍用施設があり
ました。

戦争前の宜野湾村　1945（昭和20）年2月頃

戦後の宜野湾村　1945（昭和20）年12月

　

文
化
財
は
気
付
か
な
い
だ
け
で
色
々
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

神
山・愛
知
ヌ
ー
ル
ガ
ー
も
そ
う
で
す
。宜
野
湾
小
学
校
近
く
の

交
番
前
の
道
を
普
天
間
飛
行
場
側
に
進
み
、案
内
板
に
従
い
右

に
曲
が
り
ま
す
。ス
ー
ジ
グ
ァ
ー（
小
さ
な
道
）を
塀
に
沿
っ
て
歩

く
と
、木
々
の
中
に
た
た
ず
む
湧
泉
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
が
ヌ
ー

ル
ガ
ー
で
す
。

　
こ
の
ヌ
ー
ル
ガ
ー
は
ノ
ロ（
神
女
）に
関
す
る
湧
泉
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
の
起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、戦
前
ま

で
は
、神
山
集
落
の
草
分
け
の
比
嘉
家
が
拝
ん
で
い
ま
し
た
。戦

後
か
ら
は
神
山
郷
友
会
が
拝
み
、ハ
ウ
チ
ビ
ー（
初
御
水
）の
際
に

巡
拝
し
ま
す
。ま
た
、字
愛
知
で
は
最
も
古
い
泉
で
、古
く
か
ら

産
泉（
ウ
ブ
ガ
ー
）と
し
て
拝
ま
れ
て
い
ま
す
。ヒ
ャ
ー
イ（
干
ば

つ
）の
時
に
は
、こ
こ
か
ら
水
を
汲
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　
神
山
と
愛
知
で
は
、毎
年
、カ
ー
サ
レ
ー（
清
掃
）を
行
い
こ
の

泉
を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。泉
は
、平
成
25
年
３
月
28
日
に
宜

野
湾
市
の
登
録
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

■
お
問
合
せ:

文
化
課 
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３
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神
山
・
愛
知
ヌ
ー
ル
ガ
ー

ぎのわんの ・ を歩く歴歴 文文化化遺遺産産史史 其の25
〈各地域の文化財②〉

神山・愛知ヌールガー

茶
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ん
た
く

ち
ょ
っと

 

ひ
と
い
き…
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「
空
か
ら
み
る

　
　
わ
た
し
達
の
宜
野
湾
」
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